
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立文蔵小学校 ）     学校番号 ２６                            【様式】 
学 校 教 育 目 標 かしこく やさしく たくましく        

目 指 す 学 校 像 
〇笑顔と希望のあふれる学校（自他を尊重し、一人ひとりが自己肯定感を高め、意欲的に生活できる学校） 
〇安心・安全な学校（一人ひとりにとって安心・安全な居心地の良い学校） 

       

          

重 点 目 標 

１ ＩＣＴを活用した、主体的に学び合う児童を育成する授業の実現 
２ 安心・安全な学校に向けた、子どもに寄り添う生徒指導・教育相談の充実 
３ 地域の一員として自分にできることを考え、行動できる児童の育成 
４ 安全・安心な学校の施設・設備を確保するための管理及び適切な予算執行 
５ 教職員が協働して互いに高め合える、健康で明るい雰囲気の職場づくり 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 8 年 3 月 5 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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【現状】 
〇基礎的・基本的な学力は概ね定着しており、さいた
ま市学習状況調査では、市の平均正答率を上回って
いる。 

〇どの学級も落ち着いた雰囲気で授業に取り組むこ

とができている。 

【課題】 

〇学習状況調査において無回答率が高く、粘り強く

解決に向けて取り組むことができない児童が多

い。 

〇「タブレットの効果的な活用」について、教職員

で共通理解を図る必要がある。 

基礎学力の定着に

向けた授業改善 

 

 

１ 主体的で対話的で深い学びにつながる
授業実践について、学校研修において組
織的に行う。 

２ 学校と家庭が連携した基礎学力の定着

に繋がる環境整備を行う。  

１ 学校評価「授業が分かる」児童 A 評価

が 70%以上となったか。（昨年度 62%） 

２ タブレットを活用した家庭学習を習慣

化することができたか。 

１ 学校評価「授業が分かる」児童 A評価は 

６３%であり、昨年度と同水準であった。 

 

２ 家庭学習での活用については、学年の実

態や発達段階に応じて進めている。 

Ａ 

・教員がさらに主体的に研修に取り組める

体制を構築する。 

・発達段階に合わせた家庭学習での利用方

法の研究を進め、効果的な活用方法を検

証する。 

 

・「やっていいこと・悪いこ

と」が判断できる情報モラル指

導が必要。 

・「生成 AI」は場面を考えて使

わせる必要がある。 

・長時間使用を制限するための

策があるとよい。 

・「書くこと」を大切にしてほ

しい。 

学びの自律化に向

けたタブレットの

積極的な活用 

１ ＩＣＴを効果的に活用して、自分の

考えや意見を他者に認めてもらった

り、他者の考えをもとに理解を深め

たりする「主体的・対話的な学習活

動」を積極的に行う。 

２ 学ぶ意欲を高める指導の工夫と個別

最適な学びへの手立てを講じる。 

１ ＩＣＴを活用し、コンテンツを有効

活用することで児童の学習意欲と理解

力を高め、学校評価該当項目で８０％

以上となったか。(R6 児童 75%) 

２ 全教員が「わかる授業・楽しい授

業」の実現を目指し、日常的にＩＣ

Ｔを活用する状況になったか。 

１ 学校評価該当項目の児童の回答は７２％

であり、昨年度と同水準であった。 

 

２ 授業におけるＩＣＴ活用は、学年の実態

に応じた活用が進み、日常的に使用している

状況である。 

Ａ 

・学校課題研究を通じて、全教員によるＩ

ＣＴを活用した授業改善をさらに推進す

る。 

・新しい端末の活用をとおして、文房具と

しての使用を定着させると同時に、情報

モラル指導の徹底を図る。 
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【現状】 

〇学校評価「学校は楽しい」の質問に肯定的な回答

をした児童は 89％であり、前年度より 5％減少し

ている。 

〇学校が安心・安全で居心地のよい場になるよう、

児童一人ひとりに寄り添った生徒指導・教育相談

体制に向けて取り組めている。 

【課題】 

〇不登校傾向や特別な配慮が必要な児童に対する個

に応じた指導・支援について、組織的に対応でき

る仕組みを再整備し、「誰一人取り残さない教

育」を実現するための手立てを構築する。 

児童一人ひとり 
を大切にした指 
導体制の構築 
 

１ 児童一人ひとりに寄り添った、組織的
な生徒指導・教育相談体制を構築する。 

２ 校長講話や学校だよりで、「笑顔であ
いさつ」「言葉」の大切さについて取り
上げる。 

３ 「善悪の判断を正しく行う」「いじめ
をしない、許さない」児童の育成のた
め、発達支持的生徒指導を校内指導体制
の核とする。 

１ 学校評価「学校は楽しい」児童の肯定
的な回答が 95％以上となったか。（昨年
度 89％） 

２ 校長講話や学校だよりで、あいさつや
言葉の大切さ等について取り上げたか。 

３ 学校評価「友達となかよく」教職員・
保護者・児童の A 評価を昨年比各 5％上
げる。（昨年度 48％・44％・72％） 

１ 学校評価「学校は楽しい」の肯定的回答

は９０％であり、昨年度と同水準だった。 

２ あいさつや前向きな声掛けなどの話題を

学校だよりや講話で取り上げ、毎日「笑顔

であいさつ」を全職員で共通理解・共通行

動を行った。 

３ 学校評価の結果は昨年度と同水準だった

（教４９％ 児４７％ 保６７％）。 

Ｂ 

・否定的な回答をしている児童への対応に

ついて、自己肯定感を高められる対応を

組織的に行う。 

 

・「おはようメーター」を効果的に活用す

る体制を構築する。 
 

・朝のあいさつがよくなった。

大人が手本を示すことが大事。 

 

・100％を目指すのではなく、ゆ

とりを持たせた計画や策を検討

してよいのではないか。 

 

・個人面談は三者面談にすると

児童も話しやすくなり、信頼関

係構築に役立てられるのではな

いか。 

個に応じた支援体
制の構築 

１ 共通理解・行動のための教育相談に

係る研修を実施し、校内支援体制の強

化等、教育相談体制を充実させる。 

２ 関係各部主任を中心に SC や SSW と

確実に情報共有をするとともに、関係

各所機関等と連携して対応する。 

１ 学校評価「先生に相談できる」児

童・保護者の肯定的な回答が 5％超と

なったか。(R6 は児 78% 保 72%) 

２ 報・連・相をもとに、全職員が連携

して共通理解・共通行動ができたか。 

１ 学校評価の肯定的回答は昨年度同様であ

った（児７４% 保７３％）。 

 

２ 日常的な報・連・相を元に、各部会にお

いても学年間の情報共有を確実に行い、組

織として行動した。 

Ａ 

・カリキュラムマネジメントにより、通知

表を二期制とし、子ども達と向き合う時

間を確保する。 

・コーチングの手法を取り入れた発達支持

的生徒指導を全職員で取り組む。 
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【現状】 

〇学校運営協議会での熟議を踏まえた学校運営がで

きている。 

〇学校 Web ページ、学校安心メール等で、定期的に

保護者や地域に情報提供できている。 

【課題】 

〇あいさつの習慣が定着している児童が限定されて

おり、全児童に「笑顔であいさつ」を定着させる

取組の工夫が必要である。 

〇PTA や地域の方々と協議し、児童が保護者や地域

の方々と多世代交流をし、地域形成の一員として

活躍できるようにする。 

「笑顔であいさ

つ」を児童自ら

が行える明るい

学校づくり 

１ 児童・教員・家庭・地域が協働した

あいさつ運動を実施する。 
２ 全教職員による「笑顔であいさつ」と

すべての児童への前向きな声掛け。 

１ 学校評価「あいさつ」において、児

童、保護者、教職員の肯定的回答が前

年度超となったか。 
２ 全職員が笑顔で児童と接しているか。 

１ 学校評価の肯定的回答は昨年度並みであっ

た（児 90→87% 保 93→94% 教 92→94%） 

２ 教職員から進んで「笑顔であいさつ」を実

践している。 

Ｂ 
・「笑顔であいさつ」をキャッチコピーと

して、学校と家庭・地域が連携した取組

を計画・実施する。 

 

・地域の防災訓練にチャレンジ

スクールが参加したことで、子

どもの地域と触れ合えた。次年

度も参加してほしい。 

・地域と学校、ＰＴＡと連携す

る方法について検討が必要。 

・文蔵小まつりの実施方法につ

いては、検討する必要がある。

学校主体での実施は学習指導要

領にないため困難。 

・地域の団体の活用もある。 

地域に根差した

教育活動による

児童の地域意識

の向上 

１ 学校運営協議会で児童が参加した熟

議及び意見交換の場を設定し、地域の

教育力の活用方法を検討する。 

２ 保護者や地域、外部講師等を活用し

て地域の特色を活かした活動を設定。 

３ 児童や地域の活動を学校 Web ページ

で発信する。 

１ 学校評価「地域の活動」に関する児

童・保護者の肯定的回答の前年度超 

２ 保護者や地域と連携した活動を年間 

 ３回以上実施できたか。 

３ 学校 Web ページを毎日更新できた

か。 

１ 肯定的回答は、児５%減 保８%増だった。 

 

２ 保護者や地域と連携した活動は３回以上実

施した。 

 

３ 毎日更新し、地域の方からも感想が寄せら

れた。 

Ａ 

・学校運営協議会への児童の参加を通し

て、地域と子どもの思いを共有できる場

面を創出する。 

 

・カリキュラムマネジメントにより、学習

活動や学校行事等への参加ができる機会

を増やす。 
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【現状】 

〇安全点検が適切に行われており、危険箇所の早期

発見・早期対応が実施できている。 

〇昨年度は、大きな事故等は起きていないが、危険な事

案は報告されている。 

【課題】 

〇各学習室を活用するための手立てが必要である。 

〇安全指導については、家庭や地域の協力のもと、年

間を通して組織的で継続的な指導の必要性がある。 

安全・安心な教
育環境の整備 
 
 
 
 
 
 

１ 危機管理対応マニュアルをもとに、
実践的な訓練や研修を重ね、危機管
理意識を高めるとともに危機対応能
力を向上させる。 

２ 毎日の校舎、校庭、学校周囲の巡

視・点検（月 1 回の安全点検を含む）

により、安全・安心な環境をつくる 

３ 備品等の購入については予算会議を

実施じ、優先順位を明らかにして計画

的に予算を執行する。 

１ 組織的に円滑かつ確実に対応するた
めの、各種マニュアルの修正及び補足
資料を作成し、全職員で共通行動を共
有することができたか。 

２ 修繕箇所の発見から対策までを３日

以内に実施し、常に施設・設備が安全

な状態が保たれているか。 

３ 学校配当予算の該当項目の執行率が

99％以上となったか。(R6 は 99%) 

 

１ 各種マニュアルを年度当初に修正し、

各自が手元において、いつでも確認でき

る環境を整えた。 

２ 安全点検の集約方法を改善し、組織的

に修繕箇所の覚知から対応までの流れを

円滑に行った。軽微な修繕は即日対応し

た。 

３ 執行率は 99%となり、達成した。 

Ａ 

 

・年度当初に各種マニュアルの確実な修正

と内容の共有を全職員で行う。 

 

・各種防犯・防災訓練を長期的な展望に立

って確実な実施と改善を図る。 

 

・改善した安全点検の組織的な取組を継続

するために、引継ぎを確実に実施する。 

 

・適正かつ効果的な予算の執行

を計画的に行ってほしい。 

 

・校舎の老朽化を踏まえ、引き

続き教育委員会と交渉していく

ものと自校で対応するものと分

類し、計画的に進めてほしい。 
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【現状】 
○校内研修や学年会等を通して、情報交換や勉強会を
実施する等、積極的に学ぶ姿勢がある。 

〇高学年での教科担任制の実施により、担当教科につ
いて、より深く教材研究をすることができている。 

【課題】 
〇教職員の指導力のさらなる向上のため、校内研修体
制を組織的で系統的なものにする必要がある。 

〇一人ひとりの教職員が担う業務を精選し、教材研究

や主体的に学ぶ時間をいかにして確保するかが課題

である。 

教師自身の主体的
で対話的で深い学
びの実践 

 

１ 校内研修等を全教職員で学ぶ場とし
て位置づけ、指導主事や管理職による
丁寧な協議や指導をする。 

２ 外部講師を招聘した研修会を年間 3
回実施し、校内研修を体系化する。 

３ 学期１回、管理職による対話に基づ
く受講奨励を実施する。 

４ 会議の効率的な進め方を確認し、時

間内に終わらせる。 

１ 外部講師を招聘した研修会を年間 3
回実施したか。 

２ 学期１回、管理職による対話に基づ
く受講奨励を実施したか。 

３ 教職員意識調査「業務改善」肯定的

評価を 80％以上にする。（昨年度

74％） 

１ 学力向上及びＩＣＴ活用による指導力

向上のための研修会を４回実施した。 

 

２ 面談時（１、３学期）には全員に実施

した。適時実施できたことがあった。 

 

３ 肯定的評価は 61%となり、昨年度よりも

低い値となった。 

Ｂ 

・教員の配置が滞り、増加した業務の割振

りを平準化することが困難であった。 

 

・教員各々が自身の業務遂行を計画的に行

えるように、会議の設定日の変更や教育

課程の見直しを行う。 

 

・「さいたま市立学校における業務量管

理・健康確保措置実施計画」の内容に基

づいた学校経営を展開する。 

 

・業務改善について、校務分掌

の再編成などできることを着実

に取り組むとよい。 

 

・教職員が意識を共有したり共

感したりできる雰囲気を醸成し

たい。 
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